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松山市社会福祉協議会

松山市保健福祉部介護保険課

7
居宅介護支援事業所ひろた
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施設長 佐々木　忍

2 グループホーム管理者 上田　稔

　別紙のとおり

新型コロナウイルス・インフルエンザには十分対応されていることが分かります。なお「腸炎ビブリオ食中毒注意報」が発令されまし
たので、引き続きの感染症対策に万全を期してください。利用者並びに職員の健康管理にも留意してください。

コロナウィルスのワクチン接種状況はどのようになっていますか？持病や副作用等で接種の同意が得られないケース

事故報告件数の割に、ヒヤリハット報告件数が少ないように感じました。
暑くなってきましたので熱中症に注意しながら、涼しい時間帯や場所を選び、周辺の散歩や日光浴などの実施で、

出来るだけ屋外に出る機会を作り、利用者のストレス解消を図ってください。

コロナ予防の為、いろいろ制限されていると思います。少しでも楽しみを持て、生活できるようにお願いします。

面会や外出等ができず、屋内中心となり、認知症の悪化や不穏状態の増加等見られていると思われます。感染予防

各種行事等熱心に実行いただき、利用者も喜んでいます。今後とも楽しい行事の実施を希望します。
事故・ヒヤリハットの事例がみられます。お忙しいとは思いますが、事故等ないようにお願いします。

事故を未然に防ぐために、ヒヤリハットの重要性を勉強会や事業所会などでも話すようにしています。
運動会やドライブなど、コロナ対応の為実施できませんでした。天候をみながら、周辺の散歩などもしていきたいと

思います。ワクチン接種が終わったので、イベントを少しづつ実施していきたいと思っています。
今回、ワクチン接種の案内を出したところ、全員のご家族から同意が取れ、先日2回目のワクチン接種が済みました。
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もあるかもしれません。無理のない範囲での対応ができればと思います。

対策を行いながら、利用者も職員も気分転換ができるよう支援お願いします。

要望、助言に対する考え方

少し行事の取組が少ない印象を受けます。小規模のグループホームだからこそできる事を見つけられると良いですね。

蒸し暑い季節が続きます。食中毒や熱中症、引き続きコロナ対応にも注意してください。
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書面開催の理由：コロナウイルス感染拡大防止の為

担当者

松山市保健福祉部介護保険課

5 松山市社会福祉協議会

居宅介護支援事業所ひろた

　別紙のとおり

3
施設長 佐々木　忍

新型コロナウイルス・インフルエンザには十分対応されていることが分かります。なお「腸炎ビブリオ食中毒注意報」
が発令されましたので、引き続きの感染症対策に万全を期してください。利用者並びに職員の健康管理にも留意し
てください。

事故報告件数の多さは気になります。反面、ヒヤリハット報告件数が少ないように感じます。
暑くなってきましたので熱中症に注意しながら、涼しい時間帯や場所を選び、周辺の散歩や日光浴などの実施で、

出来るだけ屋外に出る機会を作り、利用者のストレス解消を図ってください。
コロナ禍でも様々なできることを見つけて取り組んでおられるように感じました。
ＳＮＳでのご入居者様のご様子配信についてもご家族様や地域の方々へ内の様子が伝わりとても開かれた印象を

受けます。日々の業務でご多忙とは思いますが可能な限り更新を継続して欲しいと思います。
適正な活動が出来ています。
コロナ禍での中職員の方々には大変お世話になっております。今、対面が出来ないのが寂しいです。
施設の中での活動も限られるとは思いますが工夫しておりありがとうございます。面会なども出来ない状況ですが

皆さんが少しでも活動性を持てるようによろしくお願いします。
平均介護度4.4と重度化が進んでおり、それに伴い入退院や看取りの件数が増えている中の支援大変かと思われます。

その中でもコロナ禍での看取りは家族との時間を少しでもとれるように対応されているかと思います。少しでも悔いが

残らないよう今後も継続して支援をお願いします。看取りが続くとどうしても慣れが出てくるかと思われますが、
デスカンファレンス等を通して個々の想いや反省点等、皆で共有し今後に繋げてもらえたらと思います。
行事等も徐々に増えてきており安心しました。感染予防を取りながら少しでも楽しみのある生活が送れるよう支援を

お願いします。

要望、助言に対する考え方
事故の発生予防に努めていますが、残念ながら事故が発生している為、要因及び防止策の周知徹底を行い再発の

防止に努めます。ヒヤリハットに関しては記入が必要なケースやヒヤリハットの捉え方を再度職員に周知します。

新型コロナ禍で外出行事が実施できていませんが、施設周辺の散歩や施設ベランダへ出る機会を提供し
季節の移り変わりに触れながら、気分転換を図れるよう努めています。
感染予防対策を行った上で出来る行事を企画しています。
ＳＮＳでの配信はご家族からも反響を頂いています。施設内の様子が外部の方々からも分かるよう今後も継続します。

重度化が進む中で、状態の変化に応じて適宜ケア変更を行い、適切な支援を提供できるよう努めたいと思います。

看取り期に関しては振り返りシートを作成し、関わったスタッフ全員が個々の想いや反省点を振り返り共有しています。


